
大崎町

曽於市

志布志市

鹿屋市

垂水市

東串良町

錦江町

肝付町

南大隅町
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林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

❾

大
隅
地
域
に
つ
い
て

　
大
隅
地
域
は
、
鹿
児
島
県
の
東
部
に
位
置

す
る
大
隅
半
島
の
最
南
部
（
本
土
最
南
端
の

佐
多
岬
）
か
ら
北
部
に
か
け
て
位
置
し
、
曽

於
地
区
（
曽そ

お於
市
・
志し

ぶ

し
布
志
市
・
大お
お
さ
き崎
町
）、

肝き
も
つ
き属
地
区
（
鹿か
の
や屋
市
・
垂た
る
み
ず水
市
・
東ひ
が
し
く
し
ら

串
良
町
・

錦き
ん
こ
う江
町
・
南み
な
み
お
お
す
み

大
隅
町
・
肝き
も
つ
き付
町
）
の
４
市
５

町
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
地
域
の
総
面

積
21
万
ha
の
う
ち
、
森
林
は
13
万
ha
（
63
％
）

で
、
民
有
林
84
千
ha
、
国
有
林
49
千
ha
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
地
域
は
、
県
内
で
も
早

く
か
ら
ス
ギ
を
主
体
に
人
工
林
化
が
進
め
ら

れ
、民
有
林
の
人
工
林
率
60
％
（
５
万
ha
）
は
、

県
平
均
（
46
％
）
を
上
回
る
な
ど
、
豊
富
な

人
工
林
資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、当
地
域
の
素
材
生
産
量
は
、増
加
傾

向
で
推
移
し
て
お
り
、県
内
の
素
材
生
産
量

（
１
１
２
万
立
方
メ
ー
ト
ル
）の
４
割
に
相
当

す
る
48
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
木
材
需
要
の
創
出

① 

Ｃ
Ｌ
Ｔ

　
新
た
な
建
築
資
材
と
し
て
注
目
さ
れ
る
Ｃ

Ｌ
Ｔ
に
つ
い
て
、
当
地
域
の
山
佐
木
材
㈱
で

は
、
平
成
26
・
29
年
度
に
加
工
施
設
の
整
備

を
行
う
と
と
も
に
、
26
年
６
月
に
全
国
２
番

目
と
な
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
を
取
得
し
、

生
産
増
大
や
販
路
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
。

② 

枠
組
壁
工
法
（
２
×
４
工
法
）
部
材

　

国
産
材
を
活
用
し
た
枠
組
壁
工
法
（
２

×
４
工
法
）
の
住
宅
部
材
に
つ
い
て
、
㈱
さ

つ
ま
フ
ァ
イ
ン
ウ
ッ
ド
で
は
、
平
成
26
年
度

に
当
地
域
に
隣
接
す
る
霧
島
市
に
加
工
施
設

を
整
備
し
、
県
内
外
の
製
材
工
場
か
ら
一
次

製
品
を
受
け
入
れ
、
県
外
の
大
手
住
宅
メ
ー

カ
ー
等
に
製
品
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
宮
崎
県
都
城
市
に
拠
点
を
置
く
外

山
木
材
㈱
が
当
地
域
に
お
い
て
、
２
×
４
工

法
部
材
の
一
次
製
品
等
の
大
型
加
工
施
設
を

整
備
し
、
平
成
31
年
１
月
か
ら
本
格
稼
働
し

て
い
ま
す
。

③ 

木
材
輸
出

　
当
地
域
の
北
東
部
に
位
置
し
、
南
九
州
地

域
に
お
け
る
国
際
物
流
拠
点
港
と
し
て
発
展

し
て
い
る
志
布
志
港
か
ら
中
国
、
台
湾
等
の

東
ア
ジ
ア
地
域
へ
ス
ギ
丸
太
等
が
輸
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
志
布
志
港
か
ら
の
木
材
輸

出
量
は
、
30
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
（
全

国
一
位
）、
そ
の
う
ち
、
県
産
材
は
11
万
立

方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
産
材
輸

出
量
の
９
割
を
占
め
る
中
国
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
梱
包
材
や
型
枠
材
な
ど
の
低
質
の

丸
太
が
中
心
で
あ
り
ま
し
た
が
、
木
構
造
設

計
規
範
が
改
定
さ
れ
、
中
国
の
木
造
建
築
に

使
用
で
き
る
構
造
材
の
樹
種
に
日
本
産
の
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
等
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
は
、
良
質
の
丸
太
や
製
材
品
の
輸
出
の

増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
木
材
需
要
に
対
応
し
た

効
率
的
な
木
材
生
産・流
通
と

一
貫
作
業
に
よ
る
再
造
林
の
推
進

～
鹿
児
島
県
大お

お
す
み隅
地
域
の
取
組
～

CLT 加工施設（山佐木材㈱）

２×４工法部材加工施設（㈱さつま FW）

大型加工施設の稼働（外山木材㈱）

志布志港からの木材輸出
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林
業
成
長
産
業
化
の

実
現
に
向
け
た
取
組

　

当
地
域
で
は
、
次
の
５
つ
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
設
定
し
、
森
林
組
合
や
素
材
生

産
業
者
を
は
じ
め
、
製
材
加
工
事
業
者
、
木

材
市
場
、
苗
木
供
給
者
な
ど
、
地
域
構
想
の

参
画
者
が
一
体
と
な
り
、
川
上
か
ら
川
下
ま

で
の
取
組
を
集
中
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑴ 

施
業
集
約
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
森
林
施
業
の
集
約
化
を
促
進
す
る
た
め
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
森
林
情
報
の
取
得
や

市
町
と
林
業
事
業
体
間
の
森
林
情
報
の
共
有

化
を
図
る
と
と
も
に
、モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
、

森
林
の
管
理
や
所
有
を
林
業
事
業
体
へ
引
き

継
ぐ
効
果
的
な
方
策
の
検
討
な
ど
を
行
う
。

⑵ 

低
コ
ス
ト
素
材
生
産
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
木
材
生
産
の
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
た
め
、

林
業
専
用
道
な
ど
路
網
の
整
備
や
高
性
能
林

業
機
械
の
導
入
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
現

場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
主
眼
を
お
い
た
実
践
研

修
等
に
よ
り
、高
い
生
産
性
を
実
現
す
る
「
高

効
率
作
業
班
」
の
養
成
等
を
行
い
、
林
業
事

業
体
の
生
産
性
の
向
上
を
図
る
。

⑶ 

原
木
流
通
効
率
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

  

原
木
流
通
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
木
材

の
集
荷
拠
点
と
な
る
中
間
土
場
に
つ
い
て
、

効
果
的
な
設
置
位
置
や
規
模
等
の
判
断
方
法

や
流
通
コ
ス
ト
の
削
減
効
果
な
ど
取
り
ま
と

め
た
「
中
間
土
場
設
置
指
針
」
を
作
成
す
る

と
と
も
に
、
素
材
生
産
者
や
木
材
需
要
者
等

に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
方
式
で
行
う
原
木

安
定
供
給
協
定
の
締
結
と
実
践
的
な
取
組
を

促
進
す
る
。

⑷ 

木
材
需
要
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
木
材
の
需
要
拡
大
を
図
る
た
め
、
新
た
な

建
築
資
材
と
し
て
期
待
さ
れ
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
２

×
４
工
法
部
材
、
良
質
丸
太
や
製
材
品
等
の

木
材
輸
出
に
つ
い
て
、
当
地
域
に
お
け
る
木

材
流
通
の
現
状
や
国
内
外
の
需
要
動
向
等
を

調
査
し
、
木
材
の
需
要
拡
大
に
向
け
た
生
産・

販
売
方
針
等
に
係
る
「
新
需
要
拡
大
戦
略
」

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
新
た
な
木
材
需
要
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
構
築
す
る
。

⑸ 

再
造
林
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
再
造
林
の
推
進
を
図
る
た
め
、伐
採・地
拵

え・植
栽
の
一
貫
作
業
に
よ
る
作
業
効
率
の
向

上
の
取
組
や
下
刈
の
省
力
化
作
業
の
検
討
等

な
ど
、造
林・保
育
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
た

効
果
的
な
実
施
方
法
の
普
及・定
着
を
促
進
す

る
と
も
に
、造
林・保
育
に
必
要
な
労
働
力
の

確
保・育
成
に
向
け
た
林
業
事
業
体
間
の
連
携

や
人
材
バ
ン
ク
制
度
の
構
築
な
ど
を
行
う
。

取
組
の
推
進
体
制

　
林
業
成
長
産
業
化
の
実
現
に
向
け
て
は
、

参
加
す
る
者
が
一
体
と
な
り
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
市
町
や
林
業
事

業
体
等
で
構
成
す
る
大
隅
流
域
森
林
・
林
業

活
性
化
セ
ン
タ
ー
内
に
「
林
業
成
長
産
業
化

推
進
部
会
」
を
新
た
に
設
置
し
、
地
域
構
想

参
画
者
の
意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ
な
が

ら
、
モ
デ
ル
事
業
に
関
す
る
推
進
部
会
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
、
各
種
研
修
等
を
開
催
し
、

関
係
機
関
・
団
体
と
協
力
を
図
り
な
が
ら
、

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
当
地
域
は
、
充
実
し
た
人
工
林
資
源
を
背

景
に
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
２
×
４
工
法
部
材
の
生
産
、

日
本
一
の
木
材
輸
出
な
ど
、
新
た
な
需
要
が

創
出
さ
れ
、
今
後
も
木
材
需
要
の
拡
大
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。　

こ
の
よ
う
な
動
き
を
好

機
と
捉
え
、
関
係
者
が
連

携
を
強
化
し
、
原
木
の
安

定
供
給
や
確
実
な
再
造
林

に
よ
る
資
源
の
循
環
利
用

の
促
進
に
努
め
、
大
隅
地

域
の
林
業
の
成
長
産
業
化

を
実
現
し
、
持
続
的
な
雇

用
の
創
出
と
林
業
産
出
額

の
増
大
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

大隅地域の構想における取組概要

林業成長産業化推進部会

プロジェクト会議（再造林推進プロジェクト）


